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来賓の皆様 宇治市議会議員や沢山の団体、市民の

皆様にもご参加いただきました。 

 
一部式典 壇上 左から司会の木田さん、続いて団の理 

事、監事、右側はご挨拶いただいた来賓の皆様です。 
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“働ける感謝の気持ち”を込めて、ささやか

ですがつどいを開催させていただきました。 
 
団は、今年結成４１周年を迎えました。当時の諸先輩方の苦労と精神を引き継ぎ高齢者に

働く場所を提供し続けてきた事業団の益々の発展を目指して、感謝のつどいを 10 月 13 日

（日）午後に宇治市生涯学習センタ

ーにて開催させていただきました。 

当日は、前日からの台風 19 号に

よる影響が心配されましたが、好天

に恵まれ 200 名近い市民や団員、

家族の皆様にご参加いただき、楽し

いひと時を過ごしていただくこと

ができました。 

感謝のつどいは、司会の木田朱美

さんの開会宣言でスタート。最初に

和太鼓サークル「渦」の皆さんがす

ごい迫力の開演ふれ太鼓で飾っていただきました。続いて一部式典でつどい実行委員長の梅

原孝事業団代表理事が感謝のあいさつ

をさせていただきました。 

そして沢山の来賓の方の中から、宇治

市長（メッセージ代読）木下健太郎：都

市整備部部長、宇治市議会より渡辺俊

三：副議長、京都府議会議員の村井弘、

藤山裕紀子議員、団体を代表して京都高

齢者福祉事業団 齊藤眞一理事長より

心温まるご祝辞をいただきました。 

つどいには、宇治市議会議員の皆様や

お世話になっている沢山の団体、市民の

皆様にご参加いただきましたが、時間の

関係でご挨拶をいただく時間がとれませんでしたこと、この場をお借りしてお詫び申し上げ

ます。 
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福引コーナー 大好評！何色の玉

が出るか？ スタッフも大喜び 

 

事業団紹介コーナー 一生懸命の事業団の

仕事ぶりを知っていただきました。  

第２ホール：交流と懇談の場「こんなあたたか

いつどいは初めて」と喜んでいただきました 

 
打ち合わせ 右から岩嵜さん、司会の木田さ

ん、大活躍の安岡理事です。 

 
パンコーナー あっちっちさんにもご協

力いただきました。 

つどいの 2 部では、結成 42 周年を迎えて頑張っておられる「ひょうたん島」の皆さん

によるコンサート、フラホーリーズの皆さんによるフラダンスを楽しんでいただき、最後に

嘉村茂副実行委員長が閉会あいさつをさせていただきました。 

 

第２ホール「交流と懇談の場」も楽

しんでいただきました。 
第２ホールに「交流と懇談の場」を設けさせて

いただきました。 

 受付開始と同時に開場し、事業団紹介コーナー

や団員さんが作られた、絵画、写真、陶器など出

品作品を募集し、作品展示コーナーを設置させて

いただきました。 また、飲み物、食

べ物：パン（東福祉会とパン屋あっち

っちさんご協力）、福引コーナーも設

け楽しんでいただきました。さらには、

青葉さんのご協力で「介護サービスコーナー」も

設置していただきました。 

 参加者の皆様には、41 周年記念誌、記念タオル、エ

コバック（志津川福祉の園さんご協力）そして宇治なら

ではのお土産として茶団子（駿河屋さんご協力）も用意

させていただきま

した。 

 このような内容

は、この集いを成功

させるために、実行

委員に事業団事務

局だけでなく現場

の団員さんにも委

員になっていただ

き、実行委

員会を４回

開催し、企

画検討してすすめさせていただきました。この

実行委員が当日のつどいのスタッフとして、準

備から片付迄すべてやり切っていただきました。

ご苦労様でした。 

参加していただいた皆様からも「こんな温か

い催しは、初めて」などと大好評でした。 

つどい成功の力で事業団の益々の発展を目指

して頑張ってまいります。一層のご支援ご協力

をお願いいたします。 
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観光地清掃係  写真は宇治橋歩道部分の清掃作業   丁寧にやってもらっていると高い信頼を

得ています。 

 

 


